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課題（目標） 課題に対する取組 評価指標と活用する外部アンケート 前期の成果と後期へ向けて

評価点
（5段階）

各年次・専
門部平均 今年度の成果と次年度へ向けて 学校評議員からの提言

①

生徒が自分の興味関心と能力を
客観的に分析し、自己のキャリ
アを考えることができる。

・キャリア探究Iの時間において、適性診断や職業人インタ
ビューを通して、自己の適性や興味関心を振り返る機会を設
ける。
・担任及びキャリアカウンセラーが全生徒に対して面談を行
い、生徒の内省を促す。

「キャリア探究I」の学年末評価材料、生徒の取り組み内容
で評価が７割以上良好と判断できる。

キャリア探求Iの1学期末の評価で、95％の生徒の取り組みが良好以上と評価された。
職業人インタビュー、科目選択におけるキャリアカウンセリング、進路HR等を通じて生徒の進路に対す
る意識を高めた。今後も班別職業研究等を通じて生徒の意識を高めていく。 4.4

キャリア探究Iの評価で指標の数値をクリアした。キャリア探求Iの授業で
は職業人インタビュー、ライフプラン等で現場の人たちとのコミュニケー
ションを通じて自分のキャリアを考えることができた。来年度もキャリア
探求IIの授業等を通じて指導を継続していく。

②

生徒の学習習慣が確立され、基
礎学力が強化される。

・「生活と学習の記録」を活用し、学習時間の確立を
促す。
・英・国・数を中心に基礎的な内容に重点を置き、週
末課題等に取り組ませる。

10月実施の高校生活実態調査において、（１）「授業に集中できていますか。」の質問に対し
て、「①しっかりと集中できている」「②ある程度は集中できている」、（２）「提出物は期
限を守ってきちんと提出できていますか。」の質問に対して、「①期限を守ってきちんと提出
できている」「②ほぼ期限を守って提出できている」の２項目の回答結果がどちらも80％以上
である。
（３）「家庭での休日の学習時間はどれくらいですか。」の質問に対して、「①全くしない」
の回答結果が10％以下である。

10月実施の高校生活実態調査の結果は以下の通り。
(1) 授業に集中できていますか。①しっかりと集中できている。(30.8%)②ある程度は集中できている。
(62.1%)
(2) 提出物は期限を守ってきちんと提出できていますか。①期限を守ってきちんと提出できている。
(53.3%)、②ほぼ期限を守って提出できている。(36.9%)
(3) 家庭での休日の学習時間はどれくらいですか。①全くしない(15.4%)
生活と学習の記録を活用し、担任から家庭での学習を促したほか、定期的に年次集会を開き、生徒の奮
起を促した。また、英検や漢検の受験に積極的な生徒も少なくない。家庭学習の習慣ができていない生
徒が相当数いることから今後も引き続き生徒の奮起を促していく。

3.8

10月の高校生活実態調査において、授業に集中できているか、提出物は期
限を守って提出できているかについては8割以上の生徒ができていると回答
し、指標の数値をクリアした。一方で、家庭での学習時間については15％
以上が全くしないと回答し、指標の数値をクリアできなかった。生徒の学
習成績からも反復が必要な学習内容の理解が不十分であることから、家庭
での学習習慣が確立していないことが推察される。次年度に向けて学年で
の学習競技大会等を実施し、家庭学習への動機付けを行っていく。

④

生徒が学校行事や部活動に積極
的に参加する。

・各行事の取り組みについて、学級委員を中心に生徒
主体での議論を促し、生徒の主体性を高める。
・各部顧問からの積極的な勧誘により、生徒の部活動
参加率の向上を図る。

10月実施の高校生活実態調査において、（１）「文化の部や体育の部などの学校行事
に際し、準備段階を含めて積極的に活動できましたか。」の質問に対して、「①積極
的に活動できた」「②ある程度活動できた」
（２）「４月以降を振り返って、あなたの学校生活は充実していますか。」の質問に
対して、「①大変充実していた」「②まあまあ充実していた」の２項目の回答結果が
どちらも80％以上である。

10月実施の高校生活実態調査の結果は以下の通り。
(1)文化の部や体育の部などの学校行事に際し、準備段階を含めて積極的に活動できましたか。：①積極
的に活動できた。(69.7%)、②ある程度活動できた。(26.7%)
(2)4月以降を振り返って、あなたの学校生活は充実していますか。①大変充実していた。(39.5%)、②あ
る程度充実していた。(52.8%)。
4月当初に年次行事を実施して年次の団結を高めた。また、各委員等を務める生徒たちが自主的に行事を
盛り上げている。今後も、生徒の自主的な取り組みを促していく。

4.0

文化の部、体育の部、球技大会など学校全体での行事の他、年次独自のス
ポーツ大会等を各学期1回開催し、ほとんどの生徒が積極的に参加した。ま
た、オープンハイスクールや総合学科発表会では1年次のキャリアスタッフ
も司会等の重要な役割を果たした。次年度はスポーツ系の行事だけでなく
学習系の行事についても企画し、盛り上げていく。

④
生徒が互いの違いを尊重しなが
らコミュニケーションすること
ができる。

・"I"と"You"で"We"を標語に、生徒がお互いに相手のことを
思いやりながら、一体感を育めるように、学年行事や年次集
会を通じて働きかける。

・７月および12月実施のいじめに関する生徒アンケートにおいて、「学
校に来ることは楽しいですか。」の質問に対して、「①楽しい」「②ま
あまあ楽しい」の回答結果が80％以上である。

7月実施のいじめに関するアンケートの結果は以下の通り。
学校に来ることは楽しいですか。：①楽しい(57%)、②まあまあ楽しい(38%)。
大半の生徒が学校に来ることを楽しいと感じている。ただし、一部に友人関係などに悩みを抱える生徒
もいるところ、引き続き教員全体で協力してフォローしていく。

4.0
9割以上の生徒が学校に来ることは楽しいと回答している。ただ、一部に友
人関係に悩みを抱える生徒もいるところ、日々の生活のなかで人の気持ち
を考えることを引き続き指導していく。

⑤

年次に関わる行事等の様子が
ホームページに掲載される。

・年次に関わる行事についてタイムリーにホームペー
ジに掲載する。

行事のホームページへの掲載率100％。 4月年次行事、教育実習生受入、球技大会、職業人インタビュー全体発表会等についてホームページに掲
載した。また、BYODを活用してペーパーレス化を促進し、年次通信をグループウェアで見られるように
した。今後もこまめにホームページへの掲載を心がけていく。 4.2

行事の多くはホームページに掲載したが一部掲載できない行事もあった。
そういった行事も年次通信には掲載し、年次通信をホームページ上で見ら
れるようにした。次年度は特に修学旅行の情報の公開について準備を進め
ていく。

②

「確かな学力」の育成を目指し、主
体的に学習に取り組む態度を育ませ
る。幅広い知識と教養を身に付け、
生涯にわたって個性や資質・能力を
伸ばすことができるように家庭での
学びを充実させるための学習課題の
設定と学習環境の充実を図る。

・「生活・学習の記録」を活用し、①起床②帰宅③就
寝時間の３点固定を推奨するとともに、家庭での学習
時間を可視化し、週単位で家庭学習時間の目標設定と
実施状況の振り返りを行わせる。
・「国語」「数学」「英語」の既習範囲を中心に週末
課題として課題範囲を提示し、取り組ませる。

10月実施の高校生活実態調査において、（１）「授業に集中できていますか。」の質問に対し
て、「①しっかりと集中できている」「②ある程度は集中できている」、（２）「提出物は期
限を守ってきちんと提出できていますか。」の質問に対して、「①期限を守ってきちんと提出
できている」「②ほぼ期限を守って提出できている」の２項目の回答結果がどちらも80％以上
である。
（３）「家庭での休日の学習時間はどれくらいですか。」の質問に対して、「①全くしない」
の回答結果が10％以下である。

・生活学習の記録を週1回提出させ、学習時間と生活の振り返りを行っている。自己を点検するととも
に、担任とのコミュニケーション媒体ともなっている。一部なかなか提出できない生徒もいるため、引
き続き声掛けしながら、提出を促していく。
・定期考査2週間前から計画をたてさせて、学習時間も記録させるようにしている。前向きに取り組み計
画を実行している生徒は成果が現れている。
・各教科とも週末課題を実施し、担当者の声掛けもあり、ほとんどの生徒が提出できている。 4.0

10月の生活実態調査において、「授業にしっかり集中できている」「ある程度
集中できている」の回答が88.7％、提出物を「期限を守ってしっかり提出でき
ている」「ほぼ期限を守って提出できている」の回答が88.7%である。目標は
達成できているが、3年生に向けてさらに授業を大切にし、学習する態度を向
上させていきたい。休日の学習時間については、「全くしない」が28.6％と
なっている。週末課題をほとんどの生徒が提出しているにもかかわらず、この
ように高い数字になっているのは、答えを写すだけなど受け身的な学習になっ
ていおり、学習したと意識できていないのではないかと考える。今後、自らの
意志で学習に取り組めるように指導していきたい。

④

学校行事や部活動に積極的に参
加する雰囲気を醸成する。参加
を通じて、生徒一人ひとりの
「自立」に向けた自己認識や自
尊感情を高める機会とする。

・文化の部や体育の部などの学校行事・部活動の積極
的な参加を推奨する。
・学校行事を通じて、クラスメイトとの人間関係を深
め、コミュニケーション能力の向上を図る。

10月実施の高校生活実態調査において、（１）「文化の部や体育の部などの学校行事
に際し、準備段階を含めて積極的に活動できましたか。」の質問に対して、「①積極
的に活動できた」「②ある程度活動できた」
（２）「４月以降を振り返って、あなたの学校生活は充実していますか。」の質問に
対して、「①大変充実していた」「②まあまあ充実していた」の２項目の回答結果が
どちらも80％以上である。

6月10・11日に行われた文化の部では、各クラスが展示部門に参加した。放課後、居残りして準備するな
どクラスの団結を深めた。今年度は体育館で舞台を鑑賞することができたので生徒の満足度は高かっ
た。
7月の球技大会は警報のため中止となるところであったが、先生方のご協力により日程を変更し実施でき
た。体育館で入れ替え制で行たが、スムーズに進み、試合も盛り上がった。
9月29日に行われた体育祭は、1日開催となり、昨年以上に多くの競技に参加し、盛り上がりをみせた。

4.2

(1)学校行事に「積極的に活動できた」「ある程度活動できた」が95.7％であ
る。感染防止のため縮小された昨年度に比べて、充実したものになったのでは
ないかと考える。また、修学旅行も参加した生徒の満足度は高いことも関係し
ているのではないかと考える。
(2)4月以降の学校生活について「大変充実していた」「まあまあ充実してい
た」が87％である。4月当初はクラスのメンバーがかわり、不安を覚える生徒
もいたが、徐々にクラスにも慣れ、落ち着いてきたことで、満足度も高くなっ
たと考える。

④

人権尊重に対する理解を深め、
自他に対する肯定的な態度と共
生社会の実現に主体的に取り組
む実践力を育成し、「豊かな
心」の形成を目指す。

・１学期および２学期にそれぞれ各１回の人権ホーム
ルームを実施する。
・日々のホームルーム活動を通じて、クラスの一員と
しての役割を担う機会を設ける。

・７月および12月実施のいじめに関する生徒アンケートにおいて、「学校に来ること
は楽しいですか。」の質問に対して、「①楽しい」「②まあまあ楽しい」の回答結果
が80％以上である。
・10月実施の高校生活実態調査において、「日番や掃除当番、委員の活動など、クラ
スの一員としての役割がよく果たせていますか。」の質問に対して、「①いつもよく
できている」「②だいたいできている」の回答結果が80％以上である。

7月のいじめアンケートでは、「学校に来ることは楽しいですか」の質問に「①楽しい」
「②まあまあ楽しい」の回答結果は８７％であった。
クラス役員や日直、掃除当番はそれぞれの役割を概ね果たせている。

4.1

12月のいじめアンケートでは、学校に来ることが「楽しい」「まあまあ楽し
い」の回答が86％であった。目標は達成できたが、残りの「あまり楽しくな
い」「楽しくない」と感じている生徒に面談や声掛けをしていきた。
クラス役員や日直、掃除当番の役割は、97%の生徒がそれぞれの役割を果たせ
ていると回答している。今後も与えられた役割のみならず、自ら進んで役割を
見つけ、果たしていけるように指導していきたい。

②

生徒一人ひとりに明確な進路
目標を持たせ、学力向上と進
路（進学・就職）の実現に向
かう環境を整備する。

・進路別ホームルームを実施し、進路実現に向けた準備を行う。
・放課後補習や夏季補習を開講し、進学における入学試験対策だけで
なく、就職試験対策も実施し、幅広い進路に対応する。
・担任による面談や平常の声掛けなどの生徒へのコミュンケーション
を通じ、学校生活全般の意欲向上を目指す。
・保護者へも進路はじめ教育活動の協力を得られるよう、情報発信や
連絡を密に行うなど綿密に昨年に引き続き行う。

生活実態調査において、「希望する進路を実現するために積
極的に準備できていますか。」で準備ができているを8割以
上を目指す。

生活実態調査が現時点では未実施のため(10月中旬以降)評価は保留とするが、生徒自身が
希望する進路実現に向け、大多数の生徒が準備を進めており、９月末時点で進路を決定し
ている生徒も存在する。生徒自身が希望する進路実現を目指し指導していきたい。

4.2

生活実態調査において、「希望する進路を実現するために積極的に準備で
きていますか。」で準備ができているが95.4%となっており、進路意識は高
まった。その一方、学習時間も全体に増加しているが十分とは言えない生
徒も存在する。各担任の適切な進路指導のおかげで保護者とも連携を取り
ながら進めていき、各生徒の進路実現を目指すことができた。

④

部活動や学校行事に積極的に
関わらせ、最高年次としての
自覚を促す。

・引退まで継続して部活動に参加するように推奨する。
・最高年次として、それぞれの学校行事を思い出深いものとなるよう
に積極的な参加を推奨する。
・年次会はじめ平素より教員間で生徒情報を共有し、教員からのアプ
ローチを通じて生徒の活動を推進する。

高校生活実態調査において、
（１）「文化の部や体育の部などの学校行事に際し、準備段階を含めて積極的に活動
できたか。」でできているを8割以上を目指す
（２）「４月以降を振り返って、あなたの学校生活は充実しているか。」で準備がで
きているを8割以上を目指す

生活実態調査が現時点では未実施のため評価は保留とするが、クラスや部活動な
ど各生徒が何らかの役割を工夫しながら果たしていると感じている。
最終年次、学校生活の総括できるよう指導していきたい。 4.1

高校生活実態調査において、
（１）は約98%であり、達成したと考えられる。
（２）は約92%であり、達成したと考える。
両項目ともコロナによる制限下の中でも役割を果たしたと考えられる。

④

人権意識を高め、「こころ豊かな人
間性」の形成を目指す。他人の意見
に耳を傾けながら、自分を表現でき
るコミュニケション力を身につけさ
せる。

・１学期および２学期にそれぞれ各１回の人権ホームルームを実施
する。
・日々のホームルーム活動を通じて、クラスの一員としての役割を
担う機会を設け、自分の役割を認識し自尊感情を髙める。

・いじめに関する生徒アンケートにおいて、「学校に来ることは楽しい。」かで
5割以上を目指し、怠学、いじめがない、もしくは解決している状態を維持す
る。
・高校生活実態調査において、「日番や掃除当番、委員の活動など、クラスの一
員としての役割がよく果たせているか。」で7割以上を目指す

生活実態調査が現時点では未実施のため完全な評価は保留とするが、いじめアンケート7月調査に
おいて、約86％が「楽しい」「まあまあ楽しい」と回答し、いじめについても「ない」の回答のみ
であり、現時点では目標を達成している。ただし目標ありきでなく、今後とも生徒にとって平穏な
学校生活を継続できるよう、教員が平常から気を付けていきたい。 4.1

いじめアンケート7月調査において、約86％が「楽しい」「まあまあ楽し
い」と回答し、生活実態調査の充実度は約92%がまあまあ以上の充実度であ
る。しかし、2学期後半以降いじめに関する事案が2件発生し、見守る体制
を続けている。残り少ないが毅然とした対応を心がけたい。

②

　学習の基盤となる言語能力
を育成するため、「ビブリオ
バトル」を実施して自分の思
いを相手に伝える機会をつく
る。
　図書委員会の読書啓発活動
を通じて、生徒が本にふれる
機会を増やす。

〇図書委員を中心に、企画・運営をして、校内ビブリオバトル大会
を実施する。
〇新着図書の表紙をカラーコピーしたものを校内に掲示したり、図
書だよりで生徒に新着図書を案内したりする。また、図書委員の作
成する「図書館へ行こう」ポスターを生徒のよく通る通路を中心に
掲示する。
〇さらに、図書委員が手書きする「返却日お知らせカード」を本の
貸出時に生徒へ渡し、貸出率の向上につなげる。

〇全校生徒に図書だよりなどで呼びかけて、「校内ビブリオバトル大会」を実施
できたか。
〇図書だよりを毎月発行することができたか。
〇「図書館報」を年1回発行することができたか。
〇県立図書館と連携をとり、「兵庫県立図書館学校サポート講座」を実施できた
か。
〇図書委員が作成した読書啓発ポスターや新着図書案内を校内に掲示することが
できているか。
〇昨年度に比べて、貸出率が上がっているか。
〇読書奨励賞の受賞者が１名以上いるか。

〇図書だより「Library」を毎月発行して、読書啓発活動を継続した。
〇図書委員によるポスター作成や、返却日お知らせカードの作成が継続できてい
る。
〇県立図書館と連携をとり、「兵庫県立図書館学校サポート講座」に向けて準備
を進められた。
〇後期に向けて、現在の来館者数を維持できるよう、これまでの取組を続けた
い。

4.3

　図書委員を中心に企画・運営をして校内ビブリオバトル大会を実施できた。
当日は生徒一人ひとりが本の魅力を積極的に伝え大盛況となった。
　図書だよりを毎月発行することができ、また図書館報も年１回発行すること
ができた。これにより図書啓発活動に取り組めた。
　県立図書館と連携をとり、県立図書館学校サポート講座を実施できた。当日
は本を保護するブッカーの掛け方の講習を受け、本の大切さも学べた。
　図書委員が作成した読書啓発ポスターや新着図書案内を、全生徒が通る昇降
口棟１階に掲示することができた。また、図書委員が手書きする「返却日お知
らせカード」を本の貸出時に生徒へ渡し、昨年度に比べ貸出率が80％上がった
月もあった。
　更に今年度は読書奨励賞の受賞者を１名出すことができた。

④

日々の清掃活動や整備委員会による
通学路清掃を通し、校内美化・地域
美化に努めることの大切さと、自分
たちにできる環境問題への意識を高
める。

○日々の校内清掃活動、整備委員会を中心とした地域清掃活動を行
う。
○校内美化を推進するポスターを作成し、生徒の環境意識を高め
る。
○ゴミの分別を通して、環境問題への意識を高める。

○日々の清掃活動ができたか。
○整備委員による地域清掃活動ができたか。
○ポスターを作成できたか。
○ゴミの分別ができたか。

〇全校一丸となって取り組めた。行事等を通し、清掃活動の意義や分別の
意識を持つことが出来た。後期同様に活動を通して環境意識について高め
ていく。

4.2

　１年次が火曜日に７限目の授業が実施されることにより、ほぼ全年次で火曜
日での清掃がなくなったものの日々の清掃活動ができた。清掃道具も折りに触
れて点検及び交換を行った。
　悪天候により１回だけ中止になったものの、生徒会や整備委員による地域清
掃活動もできた。
　校内美化を推進するポスターを作成し、生徒の環境意識を高められた。
　ゴミの分別もよくできていた。一部で分別ができていないというご意見も頂
いたが、今後も見つけ次第喚起を促していく。

２年次

4.1

4.3

令和４年度努力目標Ｎｏ・課題（目標）・課題に対する取組・評価指数と活用する外部アンケート（各年次・専門部）

１年次

３年次

総務部

評価点は、概ね適正である。「確かな学力」の育成を目指し、主体的な学習への姿勢を育てる取組が行
われている。生活習慣の安定化を図るため、起床、帰宅、就寝時間についての具体的な取組や、家庭
での学びを充実させるための学習課題の設定や学習環境の充実に重点的に取り組んだことが評価でき
る。課題設定も国語、数学、英語の３教科に特化し、課題範囲を提示するなど、取り組ませやすい方法
を可視化して工夫されている。自己点検させ、担任とコミュニケーションを活発に行うなどして、提出でき
ない生徒へのフォロー体制ができている。
　主体的に学習計画をたて、取り組み計画を実行している生徒に成果が現れていることも評価できる。
今後も継続して、取り組みを進めて欲しい。
　部活動や学校行事は、コロナ禍による制限がある状況下でも、生徒が主体的に取り組むことで、自己
肯定感が得られた取組となった。それは、生活実態調査において、肯定的回答が目標とする８割を超
え、９割以上となっていることからも、評価できる。
　人権意識を磨き、コミュニケーション力を身につける取組では、いじめ問題を指導の重点項目とし、いじ
めを未然に防ぎ、早期発見・解決を優先した結果、いじめに関するアンケートや生活実態調査において
見られるように肯定的な回答が９割前後得られており、生徒が安心して学校生活を過ごせる取り組みは
評価できる。
　今後も、就職であれ、進学であれ、継続して将来の自分の進路選択について情報提供を行い、進路へ
の目標を持たせるための取組をして欲しい。また、コロナ禍により人との繋がりが希薄になる傾向の中、
「心豊かな人間性」の形成を目指し、今後も、継続して、人権意識の向上に取り組んで欲しい。

評価点は、適正である。読解力を育成するだけでなく、自分の思いを言葉で表現する力や相手の言葉を
適切に理解し思いを正しく判断する力は、とても重要であり、教科横断的な取組の観点からも大切であ
る。そんな中、表現力や思考力を高める取組として、「校内ビブリオバトル大会」を開催するなど言語能
力やコミニケション力の向上に努められている。また、県立図書館学校サポート講座を実施するなど、学
校の図書館利用を充実させる取組が重点的になされている。このように読書活動の充実を図ることによ
り、本の貸出率が向上や読書奨励賞の受賞者が出たことに加え、読解力や表現力の向上へと繋がる取
組なので、高く評価できる。清掃活動を充実させ、環境問題への意識を高める取り組みでは、校内美化
に努める取り組みがされている。環境は心の安定にも影響する。環境の荒れが心の乱れを生み、落ち
着かない学校生活となる。美化活動への取組で、教育活動が落ち着いた雰囲気の中で行われ、学校全
体の相乗効果が評価できる。
・日々の清掃活動や地域清掃活動に様々な工夫をしながら取り組んでおり、地域美化の視点を含めた
生徒の環境意識を高めようとしている点は評価できる。
・学習の基盤となる言語能力の育成のための取組として、図書委員自らが企画・運営して「校内ビブリオ
バトル」を実施し、当日の大盛況は評価できる。また、図書だよりの毎月発行や図書館報の年一回の発
行で図書啓発活動に積極的に取り組んでいる。その成果は確実に現れているようであるが、2022年10
月実施の生活実態調査アンケート結果では、「本を全く読まない」と答えた生徒が約半数で、週に1冊以
上読む生徒は全体の約1割である。スマホ使用時間が1日2時間~4時間の生徒が3割~4割という結果と比
較すると、紙媒体からデジタル媒体への情報収集方法の変化が読み取れるが、今後、図書館利用を評
価する具体的数値をより高く設定し、その達成に向けての全校的な取組を検討していく必要を感じます。

①について。当初目標は達成されているとのことですので、良かったと思いま
す。方針も継続で良いと思います。②について。「集中できている」というのはほ
ぼ主観的評価で、「期限を守って提出」はエビデンスを伴う分、客観性は増しま
すが、それでも評価者の自己認識として曖昧さを多分に含みます。そういう意味
では「家での学習時間」は数値でイメージできる分（○時間勉強したから・・・）、
自己評価もシビアになりがちではないかと。そういう意味で全般的に、正直に自
己分析した結果を反映しているのかなと思います。習慣づけは一朝一夕には達
成できないので、根気よく指導するしかないのだろうなと思います。同業者として
他人事ではないです。③について。全校あげて活動を推進している感じはする
ので、結果は出ていると思います。④について。全体としてポジティブな評価な
のは素晴らしいと思います。ただ、「いじめ」は高校では少ないとはいえ、あれば
「潜在」化しやすいと思うのです。生徒の微妙なサインを発見する取り組みを継
続していただきたいと思います。これも実際には難しいのですが。⑤について。
広報は校外への情報発信なので、積極的に行うに越したことはないのですが、
取捨選択もあろうかと思います。今のところは十分な取り組みではないかと思い
ます。

努力目標②について、生活学習の記録を提出させることは,家庭での学習時間
を見える化して自覚を促したり、生活リズムの見直しにつながると思いますの
で、有益だと思います。週末課題を提示して取り組ませることも、学習の習慣を
身に着けることにつながり、一定の動機付けになると思います。ただ、「今年度
の成果と次年度へ向けて」の欄にも記載していただいているように、とりあえず
記録を提出さえしておけばよいということでは意味がありませんし、答えを写して
課題を提出するだけという受け身的な学習ですと実際には成果が上がらないと
思いますので、自主的に学習に取り組めるように、課題の出し方にも工夫が必
要ではないかと思います。今、どのようなかたちで週末課題を出されているのか
わかりませんが、自分の娘（小学生ですが）を見ていると、学校から出された決
まったプリントやドリルの宿題をやるのはあまり気が進まない様子ですが、自学
として、何でも良いから調べてノートにまとめるという宿題は、楽しそうに取り組
んでいます。ノートもカラフルで凝っています。例えばですが、英語の課題で、何
でも良いから、自分の好きなテーマについて、調べて英語で説明させるとか、好
きな曲を英訳してみるとか、習った構文を使って週末の出来事を英文で書かせ
るとか、そういうような課題であれば、答えを写して済ませるということがやりにく
いですし、興味を持って自分から取り組めると思いますし、よくできているものは
発表しても面白いですし、学習のモチベーションも上がるような気がします。

4.1

4.1

令和４年度努力目標

① キャリア教育の充実

② 学力の向上

③ 教員の授業力の向上

④ 生徒による活動および生徒指導の充実

令和４年度の学校評価の流れ
（6月）担当部署で本年度の課題と課題に対する取り組み、評価指標と活

用するアンケートを決定する。
（8月）担当部署で中間評価を実施 → 前期の取り組み成果と後期に向

けて見直すべき点があれば見直す
（12月）学校自己評価アンケートの実施
（1月）生徒・保護者・職員アンケートの実施
（2月）学校自己評価
（3月）学校評議員評価

教育目標

１ 校訓「自治・協同・敬愛」に基づく教育を推進し、知・徳・体の調和のとれたこころ豊かな人間を育成する

２ 個に応じた教育により、自ら学ぼうとする態度を育成し、一人ひとりの能力・適性に応じた進路の実現を図る

３ 地域の教育力を活かした教育活動を推進し、地域から愛される開かれた学校づくりを進める

学校経営の重点

（１）キャリア教育を支援する総合学科における取組の推進

ア 個々の生徒に応じたキャリア形成を目指し、生徒の主体性を育む教育活動を展開する

イ 学校・家庭・地域との連携を図り、生徒の「基礎的・汎用的能力」の育成を目指した自己有用感につながる様々な体験活動をとおしてキャリア教育を推進する

ウ 今年度から実施される新学習指導要領を踏まえ、魅力ある学校づくりを進めるための将来ビジョンを構築する

（２）生徒の可能性を広げ、生徒一人ひとりの能力・技能を高める指導の展開

ア 個々の生徒を理解し、豊かな人間性を育む教育活動を展開する

イ 生徒の自己実現を図るため、主体的な学習態度と確かな学力を育成する

ウ 生徒・教員のふれあいと生徒の内面に対する共感的な理解に基づく生徒指導を推進する

（３）学校の組織力の強化及び教職員としての実践的指導力の向上

ア 教育の専門家として、最新の知識・技能を身につけ、更なる資質・能力の向上に努める

イ ワーク・ライフ・バランスの実現を目指し、業務の効率化と勤務時間の適正化を図る
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各年次・専門

部平均 今年度の成果と次年度へ向けて 学校評議員からの提言

③ 観点別評価

職員全体で評価法、評価基準について取り組む。
とりわけ各教科ごとに明確な評価基準を提示でき
ること。

妥当性、正当性をカリキュラム委員会や成績会議を通して確
認していく。アンケートとしては生徒の授業評価アンケート
において評価についての記述があるかどうかを確認する。

一学期の成績として、観点別評価を付けていただいた。各教科重みや評価材料はさまざまであっ
た。教務部としては、成績を付ける際に、観点と10段階評価の相関表を各教科にお渡しした。まだ
まだ検討の余地があると思われたので、夏に各教科の担当より、一学期の観点の振り返りと今後の
課題の報告会を催した。今後とも情報共有と情報発信を心がけて、各教科の特色を生かした、適正
な観点別評価を目指す。

4.1

昨年度より再三、カリキュラム委員会を通して検討してきた。大前提として、
本校では生徒通達が、10段階評価のみであるので、観点と評価の整合性が懸念
されてきた。そのために観点と評価の対応表を独自でつくりその範囲内で評価
することを目標とする。ということで本年度は行った。夏休みに各教科より観
点算出方法を報告していただき、教科間での相違を減らす努力はしてきた。始
まって一年目であり、正解は見えてこないが、各教科戸惑いながらも観点を算
出している。今後は、生徒通達が５段階評定となれば、観点との相関性も高ま
ると考えられるので、そのことを検討していきたい。

① 科目選択

科目選択ガイダンス
教科ガイダンス
科目選択ガイド
キャリアカウンセラー

生徒実態調査
授業評価アンケート
学校評価アンケート

2年次の科目選択については、担任団で調整していただいている。教務部は、ガイダンスの実施や
選択人数の把握と人数調整の提案を行っている。生徒がどの程度、進路に関して意欲的に検討して
いるかはわからないが、しっかりと考えている生徒は、教科担当の先生を利用して、質問等を積極
程¥期に行っている。一年次に関しては、添うようにガイダンスを行い、BYODで端末からの科目選
択を行っている。またキャリアカウンセリングも夏前に続き、9月面談を実施している。新課程で
時間割を考えながらであるが、いろいろと問題が生じそうである。

4.3

本校では、二年次よりの「生徒一人ひとりの時間割」を採用している。そのた
めに科目選択については、細心の注意が必要であり、より多くの人がかかわる
必要がある。進路が定まっていない一年生が、いかに科目選択していくかが大
きな課題であり、そのための面談は複数回重ねている。そのために教師側が割
かれる時間の多さが課題となっている。統廃合により、科目選択やカリキュラ
ムも大きく変わるので、その際の第一の課題となることは間違いないであろ
う。総合学科の特性を生かしながら、科目選択の幅を減らすことが第一と考え
る。

①
生徒個々の進路実現のためよ
り充実した進路指導体制の構
築。

生徒を取り巻く状況や進路希望を把握するため、年
次・総合学科推進部との連携を密にし生徒個々につい
ての情報を共有する。

進路指導部主催のプログラムについて内容・実施時期を吟味し
「産社・課研」との関連を図る。拡大進路指導部会を充実させ
る。

各年次・総合学科推進部との連携を密にし、生徒個々についての情報を共
有できた。 3.3

通年にわたり、ほぼ、各年次・総合学科推進部との連携を密にし、
生徒個々についての情報を共有できた。

①
生徒個々進路実現のための資
質向上を図る。

生徒個々の資質の向上のため細やかな指導を行う。個
人面談やガイダンスを通じて意識の向上と正確な適正
判断を促す。

個々のカリキュラム選択に際して個人面談を行う。基礎学力の向
上を図るとともに様々な進路実現のため積極的な検定取得を促
す。

生徒個々のカリキュラム選択に際して個人面談を行ったり、生徒の資質の
向上のための細やかな進路指導を行うことができた。 3.4

通年にわたり、ほぼ、生徒個々のカリキュラム選択に際して個人面談を
行ったり、生徒の資質の向上のための細やかな進路指導を行うことができ
た。

②

アドバンスクラスにおいて進学
を前提とし自らの進路実現のた
めに努力できる生徒を育てる。
１～３月の一般入試まで粘り強
く挑戦できる生徒を育てる。

アドバンスクラスに対するガイダンスや進路講話
等のプログラムの充実。各種検定への積極的な案
内。

適切な時期に講話を入れる。あるいは卒業生の体験談などを
通じて継続的な学習の持続を促す。

進路講話や分野別進路ガイダンス、そしてアドバンスドクラス対象の大学
見学会等のプログラムを充実させることができた。

3.4

アドバンスドクラスに関する指導として、進路指導部は、主に進路
面でのサポートするのであり、学力向上の取り組みには限界があ
る。そのためには、まず、アドバンスドクラス独自のカリキュラム
を編成するなど、教務部との連携を取りながら、更なる改革を進め
ていく必要がある。

④

日常生活のマナー向上と基本
的生活習慣を確立させる。

服装違反・遅刻等の指導を徹底する。服装・頭髪検査
を定期的に行う。

服装・頭髪・遅刻等、繰り返し指導される生徒と、なぜ繰り返し
指導されるかを共に考え原因を追究し、再び繰り返させないよう
に定期的に面談等を実施する。

服装頭髪検査において、違反する生徒はほとんど見られなくなってきた。繰り返
し指導される生徒については、原因を共に考え長期的に指導を継続していく。

3.6
服装頭髪検査の結果では、違反する生徒は少なくなってきている。しか
し、日常では化粧などが多く見られようだ。教員側から声を掛けづらいこ
とや化粧しているのか判別が難しいといった課題がある。注意された生徒
は素直に帰庫生徒ばかりであった。

④

学校内外において、自分の行動
に責任をもち「三木東高生」と
しての自覚と誇りをもたせる。

校内外において、交通ルールやマナーを守り、他者の
迷惑になるような行動は慎むよう注意喚起する。

苦情電話は地域の期待のバロメーターととらえ、苦情があった際
には直ちに現場に赴き再発防止に努める。

一定数の苦情が来ている。今年度は交通ルールに関する苦情が非常に多
い。交通ルールを自ら守る力の育成や交通ルールについて学ぶ機会を設け
たい。 3.8

校外から多くの苦情を頂いた。すべて現場に赴き状況の確認や警察などの
関係機関と相談しながら対策を練った。歩きスマホや交通など、社会の
ルールを守らせる取り組みが必要だと考える。

④

部活動に積極的に参加させ、
活気ある学校づくりを目指
す。

体験入部を3日間実施し、入部を喚起する。部活動day
を月1回設け、教員が積極的に生徒に関わる。

全校生の入部率80%以上、部活動を1年間継続率を85％を目指
す。

例年、１年次が多く退部する傾向にある。今年度は1年次の継続率が高い。

3.7
新型コロナウイルスの影響や社会情勢の変化により、アルバイトをする生
徒が非常に増えている。生徒の暮らし方も変化しているので部活動が放課
後の過ごし方として最適解ではないと感じる。来年度は学校行事を通して
学校を活性化させる取り組みを充実させたい。

⑤

分かりやすい生徒指導を目指
す。

生徒指導の規定等を見直し、周知の方法を図示にする
など、教職員や保護者、生徒が分かりやすいものを作
成する。

所謂校則を見直し、ホームページに掲載する等、常に誰もが確認
できるようにし生徒の規範意識の醸成を図るとともに、地域と共
に生徒を育てられる学校を作る。

保護者や生徒、教員から意見をもらい、対応できる順番に校則の見直しを進めて
いる。また、苦情や校則の改訂したところについては、カラー版の通知文を作成
し、UD化されたものをけ掲示している。 3.7

校則のご意見は保護者や生徒地域の方から多く意見は寄せられている。今
後は校則の改定手順をホームページで公開や現在の校則を学校全体で共有
できる仕組みを考えたい。

⑤

家庭・地域・中学校など関
係機関への積極的な情報発
信。

NetCommonsによるシステムをより改善したものに構築
し、総合学科推進部の一括集中の更新における負担を
軽減する。教職員全体でホームページなどで学校行事
や生徒の活躍の様子、近況などを広く印象的に伝え
る。

ホームページ毎週更新の実施。総合学科通信の年12回以上の
発行。各部署へのNetCommons操作方法の指導を含めた広報委
員会の実施。各部署の更新状況の記録。

4月実施の広報委員会や職員会議を通した各部署への広報への協力の依頼は一定の成果を
挙げている。
学校ホームページでは、各部署毎の「更新状況の見える化」がされており、今後も各部署
への呼び掛けを心掛けたい。
総合学科通信は、月1回ペースの発行を目標とし、9月末現在6号まで発行している。今後
も引き続き本校の様子を様々な形で紹介できるように努めていきたい。

4.1

・ホームページ更新については、各部署に依頼している更新コンテンツ（主に
「今日のできごと」）の作業方法を変更する形式で実施し、更新作業の分担化
をさらに行えた。今後は、各部署や部活動、および、学校行事におけるカテゴ
リー化をより明確化にし、さらにホームページ内容を見やすい形にしつつ、引
き続き協力依頼を続けていきたい。
・総合学科通信は、2月末現在第10号まで発行できている。年間ほぼ月1回ペー
スであり、かつ、内容を重視した形式で発行することができた。
今後も、広報活動に関しては引き続き積極的に活動していきたい。

⑤

教育内容に関する家庭や地域
などの理解の促進。

開催するオープンハイスクールや学校説明会ごとに参
加者に合わせた多様な取り組みを行う。

オープンハイスクールにおける参加者数250名以上、アン
ケート回収率70％以上。

3年振りの実施となった5月末の中学校教員対象学校説明会には18校の中学校教員が出席し
た。7月実施の夏オープンハイスクールについては、中学生355名に、保護者や中学校教員
を含めた合計448名の参加があり、アンケート回収率はほぼ100%だった。実施内容（総合
学科に関する説明、体験授業、座談会）に対する満足度は、すべての項目で100％に近い
結果となっており、北播磨地区唯一の総合学科高等学校として、コロナ禍においてもオー
プンハイスクールの実施は十分な成果を得られている。
11月に実施される第3学区統一オープンハイスクールでも、引き続き努力していきたい。

4.1

・コロナ禍で若干の内容変更もあったが、３年振りに年度当初から計画してい
たすべての学校説明会やオープンハイスクールを実施することができた。
・第３学区統一オープンハイスクールでは、中学生295名、保護者や中学校教
員を含めた合計364名の参加があり、実施アンケートによる満足度もほぼ100％
だった。
・今年度の総合学科発表会は、県大会を兼ねていたため参加者を制限し、中学
生や地域の方へ案内をすることができなかったが、次年度は本校独自の発表会
を生で見て頂ける様に企画・運営をしていきたい。

③

総合学科に携わるうえで必
要な教員の資質の向上。

総合学科における取り組みの成果と課題を全職員で共
有し、専門性を高める。
令和4年度入学生に対する、単位数変更に伴うキャリア
教育年間指導計画の見直し。

新着任教員研修会における本校総合学科の学びの共有化。
（4月）
本校総合学科発表会において本校職員・生徒・地域の方々へ
の学びや成果の共有化。（1月）
年度末の職員研修の実施。（3月）

4月実施の新着任教員研修会は、限られた時間の中での本校の学びについての共有化をは
かることができた。
今年度は、県の総合学科発表会を開催するため、より一層の本校の学びや成果の共有化を
めざしていきたい。また、今年度入学50回生からキャリア教育の教育課程が変更されたた
め、取組内容を周知させることが今後重要となる。 3.8

・本校のキャリア教育は、次年度、2年次キャリア探究Ⅱ（2単位）について実
施初年度となり、今年度まで実施していた2年次総合学習（1単位）と3年次課
題研究（2単位）の内容を同時進行で実施する形式で実施していく予定であ
る。また、BYODを活用した論文作成も実施していく。可能な範囲で内容を精査
かつ簡素化できるように工夫していきたい。
・3月に実施予定だった職員研修会は、年度始めの4月に変更し、前年度の取り
組みを主に報告する形式で検討していく。
・各年次のキャリア教育を担当していない教員や新着任の教員には、課題研究
発表会だけでなく、2学期実施の各年次代表発表会へ可能な限り出席していた
だけるよう呼びかけていきたい。

①

生徒の進路保障につながる
実践内容の充実。

高校3年間を見通した効果的なキャリア教育のカリキュ
ラムマネジメントを行う。
本年度は県の総合学科発表会の主管校であるため、本
校の取組を県の総合学科校に知ってもらう様な良い機
会となる発表会を実施する。

アンケート回収率90％以上。
アンケート対象者満足度80％以上。

本校では、総合学科発表会のアンケートは1月下旬の発表会当日に実施予定であ
る。対象者の満足度が十分に達成できるように、企画・運営をしていきたい。

3.9

・総合学科発表会アンケートで回答した生徒および来賓による満足度は
85％から100％の結果だった。
・今年度の総合学科発表会は県大会を兼ねていて内容が例年と異なる形で
あったが、無事に終えることができた。次年度は、4年振りの三木市文化会
館開催およびコロナ前の状態の発表会が実施できるように計画や運営をし
ていきたい。

④

心身の健康に関する総合的な知
識をと体験を高め、自己管理が
できるようになる。

保健委員による豆知識の昼休み放送・ハンドソープの点検補
充・水質検査・教室環境整備やその他の活動で、全校生徒へ
生徒主体の発信を充実させ、健康管理に対する関心を深める
きっかけにする。

保健委員の活動率を95％以上にする。 保健委員の活動率は95％以上達成できている。昼休みの豆知識の放送では、心身の健康に
関するタイムリーな内容や、保健部が担当する人権教育項目の内容について、保健委員が
主体的に調べ、全校生に届けることができている。校内のハンドソープ補充の仕事も遂行
している。 4.2

＊保健委員の取り組みは95％達成できた。お昼の放送は、聞き取れない場
合がある為、更なる工夫が必要。健康意識が低い一部の生徒にも細やかな
指導を行い、目線を変えて工夫をすることで、保健委員の達成感や自己肯
定感をより育み、全生徒の自己管理能力の向上に寄与したい。

①

心身の健康に関して自己対
処能力を養い、高校生とし
ての資質を高める。

内科的・外科的・精神的な領域において、保健室経営
や保健室でのその他の対応を通して、生徒の自己対処
能力を高める働きかけを行う。（在学中だけでなく、
将来を見据えて、「困ったときには周囲に相談できる
力」や「自身の健康管理能力」を養うことも含まれ
る。）

生徒や保護者が相談しやすい相談窓口としての役割を強化す
る。個別対応において、「自己静観したり解決に向けた対応
ができないケース」や「不定愁訴による来室」を、10％以内
にする。

相談に来る生徒が多いことから、保健室が「相談しやすい窓口」の役割として機能してい
ると言える。心身のコントロールが上手くいかず内科的症状を訴える生徒に対して、保健
部と該当年次や顧問、管理職等で丁寧な対応を心がけている。キャンパスカウンセラーと
も連携することで、自己対処能力の獲得に繋がるケースが増えている。

4.0

＊コロナ禍で、内科外科相談において、多岐にわたるニーズがあった。体調管
理や心身のコントロールが上手くいかず内科的症状を訴える生徒や相談に来る
生徒も多い。＊昼休みに、居場所を求めて保健室を利用する生徒がいる。廊下
も含めて7か所位に区切り、生徒自身が精神的に落ち着けたり、自己対処出来
るように関わる対応を年次教員と共に心がけている。常連のように見えるブー
スに居る生徒にも事情があり、人目につかないゾーンはより深刻な生徒のため
に使用し埋まっている。加えて、相談したい生徒は、今、自分の話を優先して
聞いて欲しいという気持ちが強く、他の生徒にも事情があることを配慮できな
い場合が多い。援助希求をしている生徒に効果的で丁寧な対応ができるよう、
今まで通り教員、保護者、外部の専門機関と連携し、自己対処能力を高めるよ
うな関わりを持ちたい。

③

生徒対応に必要な、生徒理
解・緊急時対応力等、教員
の資質の向上を図る。

保健部主体の研修会等を通して、生徒対応力向上を充実させ
る。（配慮を要する生徒情報共有研修会・エピペン講習会・
生徒支援委員会・個別の生徒対応・救急法講習会・教職員カ
ウンセリングマインド実践研修・薬物乱用防止講話・がん教
育講話・特別支援に関する研修　等）

教員が、研修内容を生徒対応時に多面的に活用できるように
する。

計画していた研修は実施でき、今後も計画通り実施予定である。生徒対応能力の向上に少
しでも効果的になるような研修を目指している。個別の支援計画を作成している１年次の
生徒に関しては、年次、担任、教科担当の教員にも理解と支援をしていただいて、全教員
による理解を深める体制を構築過程である。 3.9

＊教員の生徒対応力の向上、特別支援対応の体制づくりの一助となった。
＊次年度は、「生徒支援シート」の更なる活性化をはかり、日頃から生徒
のわずかな変化や困難さを捉えた実態把握を大勢の目で行いたい。キャン
パスカウンセラー、保護者、外部の専門機関、教員等が連携をとり、生徒
支援委員会の校内体制の強化と効果的な生徒対応を目指す。＊疾患等で配
慮が必要な生徒に、適切な対応がとれるよう教員間での情報共有と連携を
強化する。

事務室 ①
年次・専門部の目標達成へ
の協力

効率的な予算執行を行う。
生徒の学習環境を金銭的な面から支援する制度に
ついて周知する。

購入希望物品を適正な時期に調達できるようにする。
生徒、保護者に配布する資料を分かりやすく工夫する。

・光熱水費や各種物品の値上げ等により、予算配分が難しい状況の中、緊急性の高いもの
から順次対応しているところです。
・生徒・保護者への配布物については、掲示物や３６５ネットなども活用し、周知徹底で
きるよう工夫をしています。

4.3 4.3
・年間通して何度か希望調査し、先生方の意見を伺いながら予算配分を
行った。
・生徒や保護者宛の通知については、教頭先生や年次の先生に協力いただ
き対応した。

報告・連絡・相談の徹底を図り、学生にとって有意義な予算執
行をしてあげて下さい。

生徒指
導部

保健部

総合学
科推進
部

4.2

3.4

教務部

進路指
導部

4.0

・「生徒一人ひとりの時間割」は三木東高の最大の特色であり最強の魅力。生徒たちの進路実現
にはとても重要で、将来に大きな影響を与えることは間違いない。多くの時間を費やす先生方の
苦労は計り知れない。引き続き、さらなる進路実現を目指してカリキュラム構築をお願いした
い。また、発展的統合で誕生する新校においても、この三木東高校の最強の魅力を継承されます
ようお願い申し上げる。
①本学でも特定の学修活動については、各学科共通の側面もあるからというので、学習形態別の
ルーブリックをつくって共有していますが、まだまだ万全とは思えません。ライティングやプレ
ゼンテーションのルーブリックがいったん確定しても、それを活用する教員側で、個々の学生の
成果物に対して各観点の評価レベルを決めるのに、大抵意見が割れます。研修等ですりあわせの
ワークショップをやりますが、ぶれて当たり前というのが現状です。したがって、この面は結構
難しいな、という認識です。継続課題にならざるを得ないと思います。　②総合学科だと生徒側
の科目選択自由度がどのくらいあるのか、正直つかめていませんが、基本的に選択科目を自分で
選ぶ大学の履修形態に似てくると想像します。大学だと、学科によっては、単なる好き嫌いで科
目選択できてしまう余地が大きいのですが、それでは体系性が保証されないので、カリキュラム
マップや学修フローチャートを示して、学科としてのカリキュラムポリシーを発信しています。
これが看護学科や教育学科ですと、免許制の観点から要請される科目群が明確なので、逆に学生
側からは選択の余地がありませんが、卒業後の進路も明確なので、学生も納得しやすいといえま
す。相対的にカリキュラムの自由度が高い学科は、卒業後の職業イメージから逆算して指導する
ことになりますが、大学生であってもキャリアイメージが明確とは限らず、指導上難儀するポイ
ントです。地道に面談を繰り返す手法が、結局は王道だと思いますが、統廃合後はたしかに負担
が増えそうです。何か新たな仕組みがあると業務効率化ができそうです。それこそゆくゆくは、
今話題のチャット型AIとかを導入する余地があったりしませんか？
課題：観点別評価について　　教科間の整合性をとる事が非常に困難な中、混乱を招かぬよう検
討し実行されていることが分かります。まだ期間が短く正解が見えてこないとの事ですが、５段
階評定へ向け引き続き検討、また教員からの聞き取り等を行い、より整合性のとれた評価方法を
見出してください。
課題：科目選択について　　統廃合により科目がどのように変わるのか不明ですが、生徒の人生
を左右する起点ともなるため、進路指導部と連携して生徒と向き合っていただければと思いま
す。

・課題：部活動に積極的に参加させ、活気ある学校づくりを目指す。について
おっしゃるように放課後に部活というこれまでの流れが近年の生活スタイルに合っているか疑
問に感じるところもありますし、バイトや学校外でのスポーツクラブや習い事に行かせたい親も
多いかと思います。多様化に伴い、学校側ができる事としては、既存のクラブの見直しや新た
に地域と関わり学べるような活動を導入するなど検討されてはいかがでしょうか。
・努力目標④の一つ目の服装頭髪検査等について、服装頭髪で違反する生徒が少なくなって
いる反面、化粧をしている生徒について、教員側から声を掛けづらい、化粧しているのか判別
が難しいといった課題があるという点について、確かに、難しい問題であると思います。ただ、
生徒によって、ある子は注意をされ、別の子は注意をされないとか、ある先生は注意をしてくる
が、別の先生は問題にしてこないとか、人によって指導がバラバラになってしまうと、化粧がダ
メというルール自体に対して納得できない感情だけでなく、人によって取り扱いが進うという不
公平感を持ってしまい、さらにルールをさろうという意識がうすれ。良くないように思います。か
といって、どうすればよいのか解決方法は見つからないのですが、やはり、校則全般にいえる
ことですが、なぜそのようなルールがあるのか、ルールがなくなるとどうなるのか、ということを
生徒自身に考えさせたり、議論させたりする機会を設けて、自分たちで考えることで、守った方
が良いルールだと意識させることが必要ではないかと思います。

１．学校評価項目：「課題（目標）」をもっと具体的な課題に、項目毎に・・・でどうでしょうか・・・
２．「課題（目標）」が明確でないと、それ以降の項目「課題に対する取り組み」・・・・等に具体的
な「解」が出せないのでは・・・・≪例≫①    「資質の向上」現状何が欠けていて、どのような方
法、やり方で向上させるのか・・・②その為のアプローチ方法の列記（箇条書き）が必要で
は・・・
３．進学、就職に関わらず、「生徒の特性」をどう把握するか・・・①在学中に今以上の「多彩な
場」の設定・・・興味を持たす場作り②１次、２次、３次産業等の人材を招請しての話をする場
③経営者（経営者層）等の人を招請しての話をする場≪例＞インターシップの活用・生徒の興
味ある分野、業種との交流、参画は必要では・・・　・会社、組織、団体等の情報（多種な・・）交
換、共有は必須　４．「学校評価」について　①評価作成段階における、上司・部下とのコミット
メントはあるのでしょうか・・・②達成具合に応じての進級、昇格等への反映はあるのでしょう
か・・「学校評価制度」が上手く機能するためにも上記項目は最低限必要な要素ではないで
しょうか・・

・地域、中学校、家庭に教育内容や学びの成果等を知っていただく一番の機会
は、やはり総合学科発表会であると思う。生徒たちの学びの集大成を一人でも
多くの方々に是非ともご覧いただきたい。次年度は有観客での開催を強く望
む。もしくは各セクション毎にＤＶＤに出力し、希望者に配付する、または動
画配信等もご検討願いたい。まだまだきっと素晴らしい発表が埋もれているに
違いないと思う。
・ホームページで知りたい情報を検索したが更新されておらず、情報を得られ
なかったことがあったので、タイムリーな更新を望む。
・「課題（目標）」に企業、組織、団体情報（生徒達が標榜する）項目も必要
と考えますが・・・・①オープンスクール等見学して、生徒達の発表に適正な
コメントをする為にも　②企業は生き物・・・正しい回答は無い。成功事例、
失敗事例等から学び、成功へのプロセスを導き、試行錯誤し、研鑽するもの
③そのような学びも必要では・・・・
２．外部の企業経営、営業等携わる人を招請して「学びの場」を作って
は・・・①机上での論理組み立て（オープンスクールを拝見し）では実態と大
きな乖離がある・・・・それを生徒達にも考えてもらうにも・・・②兵庫県内
（三木市内）にも世界に通じる技術を持っている企業もある、優れたマネジメ
ント能力」を有する企業もある・・・そのような企業の力を借りるのも・・・
３．先生方の企業実態をどれだけ把握、分析されているか・・・・　①製造
業、流通業、コンサル企業、研究開発企業等とのネットワークを構築していた
だき　②企業方針、実態、課題等が共有できれば、生徒指導にも役立つ・・と
考えますが・・・・
４．大学カリキュラムの中の講師陣にも多くの企業経営者、幹部が名前を連ね
る時代「経済、経営、国際関係」等は「生きた知識」が必要・・・・是非その
ような制度を構築していただき、三木東高校生が多方面な場で活躍する姿を想
像しながら・・・

・コロナ禍の影響が今後も続くと思われますので、心身共に不安定な学生が今
後も多数いると思われる為、学生の内面のケアーをしかりとしてあげられる体制
創りをしてあげて下さい。学生が安心して心身ともに安らげる場所になるようにし
てあげて下さい。
・特別な支援を必要とする生徒の困り感に寄添い、生徒支援委員会と保健部が
協働して計画的に研修に取り組んでいる。学校だけで抱え込まず、外部機関と
の連携を密にして確実に教員の生徒対応力を向上させている。
・「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」はもちろん、「生徒支援シート」や
「生徒チェックシート」といったツールを活用して、より的確な助言につなげようと
している。
・「カウンセリングマインド研修」では、前年度の研修テーマを発展させ、教職員
の専門性を確実に高める方向での取組が進められている。
・多様性と包摂性を大切にしようとする三木東高校の温かな風土が感じられる。
こうした校風は、令和7年度の発展的統合後も、新しい高等学校にぜひ引き継い
でいただきたい。
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